
2019 年 7月 1 日 

釜石シーウェイブス RFC 

 

ジャパンラグビートップリーグカップ 2019 第 2 節 クボタ S戦 試合結果 

 

 

1．日時  6 月 29 日(土) 11：30 キックオフ 

 

2．場所  秩父宮ラグビー場 

 

3．試合結果 

 

釜石シーウェイブス - クボタスピアーズ 

7 - 39 

前半 後半  前半 後半 

0 1 T 5 2 

0 1 G 1 1 

0 0 PT 0 0 

0 0 PG 0 0 

0 0 DG 0 0 

0 7 小計 27 12 

 

FW: 1．マフィ 2．牛窪 3．田嶋 4．フィッツジェラルド 5．山田 6．トーマス 7．木村 8．中野 

BK: 9．二宮 10．レイ 11．星野 12．伊藤(優) 13．ファンデンヴォルト 14．関東 15．小野 

Re:16．伊藤(大) 17．サンデー 18．ホラニ 19．高橋(聡) 20．コテカ 21．村山 22．村田 23．菅原 

 

4．試合内容 

 ジャパンラグビートップリーグカップ 2019 第 2 節、クボタスピアーズ戦は 6月 29日(土)小雨

の秩父宮ラグビー場で行われました。釜石キックオフで始まった試合でしたが、前半 2 分に釜石

ラインアウトのミスによりトライを奪われます。その後も釜石側のミスが続き、12 分にはスクラ

ムを押しきられ 2 つ目のトライを許します。25 分過ぎまで固い DF で得点されませんでしたが、

前半ラスト 15 分間に立て続けに 3 本のトライを奪われ、0-27 で前半を終了。攻撃を継続したい

釜石は、後半開始 2分にラインアウトから FW が連続でボールを保持し続け、最後はコーリー・ト

ーマスがトライを奪います。この流れを掴みたい釜石でしたが、セットプレーミス、スクラムの

劣勢でその後も得点を許し、最終スコアは 7-39 で第２節は終了となりました。 

 

5．スコット・ピアース HC からのコメント 

 

 We continue to improve while offering opportunities to a number of young and new players. 

Areas of concern last week were turnovers and the first 40 we again presented the opposition 

to many chances turning the ball over 12 times. 

We were better in the second half but our set piece wasn’t good enough to be competitive 

at this level. 

We have next week off which gives us some time to remedy this area before we do battle with 

Mitsubishi. 



On a positive note our defence continues to improve and those young members and players 

given opportunities have performed well with 3 having their first games on Chichibunomiya. 

Mitsubishi will be a challenge but if we can maintain possession we can apply pressure which 

will allow our players to express themselves in what we believe is a style of rugby that 

our supporters wish to see us play. 

今回の試合全体として改善したところもありながら若いメンバーに与えて続けてきました。 

前半 40 分はミスが多く 12 回ものターンオーバーがあり、チャンスをうまく活かすことができ

ませんでした。後半は前半に比べて良くはなりましたが、試合全体を通じてセットピースが安定

せずトップリーグレベルでの戦いにはまだまだ充分とは言えません。 

次節は試合が中止となり、カップ戦の試合はありませんが、今までに起きている課題を修正し

次戦の三菱戦に向けて準備して行きます。 

個人的には少しずつではあるものの、ディフェンスは改善傾向にあります。そして、チャンス

を与えられた若い選手の成長と今回の試合では 3 人の選手が秩父宮ラグビー場で初プレーができ

たことは非常に嬉しく思います。 

三菱戦はチャレンジャーとして戦って行きますが、ポゼッションマネジメントがキーポイント

になると思います。うまくマネジメントができればグラウンドの幅をうまく使ったチームが目指

すラグビースタイルをお見せできるかと思いますし、相手にもプレッシャーを与えることができ

ると思います。 

 

6．小野キャプテンからのコメント 

 

 雨の中、熱い応援ありがとうございました。 

前半は簡単なエラー、ミスでボールを失い、ポゼッション、セットプレーでプレッシャーをか

けられて苦しい展開となりました。ディフェンスでは良いチャレンジができている場面もありま

したが、プレーの精度を上げ、アタックで相手にプレッシャーをかける時間を増やさなければト

ップリーグのチームと対等に戦うことはできないと感じました。カップ戦残り 2 試合、ゲームを

通じてチームが成長できるようできる限りの準備をして臨みたいと思います。今後とも応援のほ

どよろしくお願いします。 

 

7．中野キャプテンからのコメント 

 

 雨の中、沢山のご声援ありがとうございました。 

キヤノン戦同様、特に前半はボールキープができず自分達の時間が少なくなってしまいました。

その要因としましては、ミス、ペナルティー、ターンオーバーが多かったと思います。また、フ

ォワードはスクラムでプレッシャーをかけられてしまい、最後まで修正出来なかった事は今後の

課題です。カップ戦残りの 2 試合は、これまでの課題をしっかりと修正し結果を出したいと思い

ます。これからも、ご声援よろしくお願い致します。 

 

 

 

 



8．牛窪選手からのコメント 

 

 雨の中、沢山の応援ありがとうございました。 

今回の試合は、初先発での試合出場でした。自分の仕事を全うする気持ちで試合に臨みました

が、クボタさんの圧力を受けスクラムの部分で試合中に中々修正が出来ず相手に主導権を与えて

しまいました。その中でも、相手にディフェンスで圧力を与えチャンスを作る場面や、キックで

エリアを取る場面など非常に良い形を作れている試合でもありました。これからは、良い部分を

さらに伸ばしていき、悪かった部分を見つめ直し、日々努力して行きます。又、今週の試合は、

鵜住居での試合なので沢山の人に足を運んでもらい、釜石のサポーターの皆様に喜んでもらえる

試合にしたいと思います。 

これからも、熱い応援宜しくお願いします。 

 

9．二宮選手からのコメント 

 

 いつも熱いご声援ありがとうございます。 

トップリーグカップ第 2 戦目のクボタスピアーズ戦は、終始セットプレーで圧倒され苦しい場

面が多かったですが、我慢強いディフェンス等通用した場面もありました。自分たちの時間を多

く作れるように反則を減らす事、ボールキープを心掛けてトレーニングをしていきたいと思いま

す。また、個人としては、公式戦で初めてスタメンで出場する事が出来ました。これからも釜石

の為に、応援いただける皆様のために、頑張ります。まだカップ戦が続きます。今後ともチーム

の応援の程、宜しくお願い致します。 

 

10．今後の試合スケジュール 

中止 7月 06 日(土)14:00 TLC 第 3 節 vs トヨタ自動車 VB：釜石鵜住居復興スタジアム 

7 月 06 日(日)14:00 練習試合 vs 岩手ブレイズラガー：釜石鵜住居復興スタジアム 

7 月 13 日(土)16:30 TLC 第 4 節 vs 三菱重工相模原 DB：秩父宮ラグビー場 

7 月 20 日(土)18:30 TLC 第 5 節 vs コカ・コーラ RS：熊本県えがおスタジアム 

 

以上 


